
  

「大いなる救い」            2026 年 07月 31日 

だから、私たちは押し流されないように、聞いたことにいっそう注意を払わねばなりま

せん。天使たちを通して語られた言葉が確かなものとなり、あらゆる違反や不従順が当然

の報いを受けたとすれば、私たちは、これほど大きな救いをないがしろにして、どうして

報いを逃れることができましょう。この救いは、主が最初に語られ、それを聞いた人々が

私たちに確かなものとして示しました。さらに神も、しるし、不思議な業、さまざまな奇

跡により、また、御心に従い聖霊の賜物を分け与えることによって、証ししておられます。

（ヘブライ 2:1 ～ 4 ） 

 

著者は「だから」と書いている。この「だから」は 1 章と 2 章を結び付けている重要な

接続詞である。1 章において、主イエスは神の御子である。神は、御子によって世界を創

造し、御子を万物の相続者と定められた。また、御子は神の栄光を映し出し、神の本質を

現わし、万物をご自分の力によって支えておられる。更に御子は、人間の罪を十字架の死

によって清め、復活して天に昇られ、人間を神に執り成す玉座の右の座に着かれた。天使

たちは皆、奉仕する霊であって、救いを受け継ぐことになっている人々に仕えるために、

遣わされ、人間を救ってくださった神の御心を伝えるための仕える存在であって、御子は

天使にまさる神ご自身であると、旧約聖書の言葉から引用し、力説してきた。 

2 章に入り、「だから、私たちは押し流されないように、聞いたことにいっそう注意を

払わねばなりません」と続く。「押し流される」とは、無為に流されることで、そこから、

記憶に留めず、消え去るという意味である。大切なことを聞いても、聞き逃してしまうと、

押し流され、心の中は何も無くなってしまう。聞いたことに注意を払い、心に留めなさい

と忠告している。その忠告は、「天使たちを通して語られた言葉が確かなものとなり、あ

らゆる違反や不従順が当然の報い受けたとすれば、私たちは、これほど大きな救いをない

がしろにして、どうして報いを逃れることができましょう」である。「天使」とは旧約聖

書では「遣わす」を意味する言葉から、天使は、律法や預言、神が現わした諸々の事象を

通して、神の御心の伝達者と位置づけられている。その天使から聞いた大いなる救いの確

かさをないがしろにし、違反と不従順の罪に走り続けるならば、報いから逃れることはで

きない。「報い」という言葉が使われているが、御子に現わされた「救い」に気づかなけ

れば、取り返しのつかない「裁き」を受けると言っている訳である。この大いなる救いは、

主イエスご自身が最初にガリラヤで、民衆に神の祝福の下で生きよと語られた慰め深い言

葉、悲しみ、苦しみ、病む者たちを癒された力強い業、そして、人間の罪を赦し、清める

ために十字架で死んだこと、その死の中から神により復活させられたこと、天に昇り、神

の右に座られたこと、これら全てを通して示された。そして、それらを見聞きした弟子た

ちは命を賭して、その救いが確かなものであると人々に告げ知らせた。キリストの福音は

時代を超え、宣教されてきた。著者は、ペトロなど第一世代の使徒たちに続く第二世代の

福音宣教の継承者であると認識している。著者は再度、「さらに神も、しるし、不思議な

業、さまざまな奇跡により、また、御心に従い聖霊の賜物を分け与えることによって、証

ししておられます」と、神ご自身が様々な事象を通し、御心に従う聖霊によって、救いの

確かさを証ししていると述べている。壮大なスケールで、御子に現わされた救いが、どん

なに大いなるものであるかを伝え、聞き逃してはならないと忠告している。 


